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委
嘱
さ
れ
た
皆
さ
ま
に
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
担
当
区
域
に
お
い
て
、
民
生
・
児

童
委
員
、
ま
た
、
児
童
福
祉
を
専
門
に

担
当
す
る
主
任
児
童
委
員
と
し
て
活
動

し
て
い
た
だ
き
、
地
域
福
祉
推
進
の
た

め
中
心
的
な
担
い
手
と
し
て
、
ご
協
力

ご
活
躍
い
た
だ
く
こ
と
を
期
待
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
11
月
30
日
で
退
任
さ
れ

ま
し
た
委
員
の
皆
さ
ま
、
長
い
間
活
動

さ
れ
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今

後
も
、
地
域
福
祉
活
動
等
に
ご
協
力
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
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１
日
●
町
村
議
会
議
長
会
役
員
会

５
日
●
南
部
地
域
振
興
懇
談
会

７
日
●
介
護
保
険
運
営
協
議
会

　
　

●
中
吉
野
広
域
消
防
組
合
議
会

８
日
●
近
畿
地
方
治
水
大
会

９
日
●
奈
良
県
消
防
大
会

13
日
●
議
長
全
国
大
会
（
〜
14
日
）

15
日
●
南
和
広
域
医
療
組
合
議
会

16
日
●
奈
良
県
林
野
火
災
消
火
訓
練

21
日
●
月
例
出
納
監
査

22
日
●
議
員
会

　
　

●
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
議
会

23
日
●
全
国
人
権
・
同
和
教
育
研
究
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
〜
24
日
）

26
日
●
総
務
厚
生
常
任
委
員
会

　
　

●
経
済
建
設
常
任
委
員
会

27
日
●
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会

議会議
会
活
動
状
況

11
月

会会協
議
会

会会協
議
会

黒
滝
村
民
生
・
児
童

　
　
　
　
　

委
員
紹
介

吉
村
利
明
氏

　

秋
の
叙
勲
を
受
章

　

元
消
防
副
団
長
の
吉
村
利
明
氏
が
37

年
余
り
の
永
き
に
わ
た
り
消
防
団
員
・

消
防
副
団
長
と
し
て
、
消
防
施
設
の
充

実
と
防
災
体
制
の
強
化
・
拡
充
を
図
る

と
と
も
に
、
火
災
予
防
思
想
の
普
及
に

貢
献
し
た
功
績
を
認
め
ら
れ
、
瑞
宝
単

光
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
後
と
も
ま
す
ま
す

の
ご
健
勝
と
ご
活
躍
を
祈
念
し
ま
す
。

　

私
達
が
こ
の
活
動
を
始
め
て
５
年
に
な

り
ま
す
が
、
皆
さ
ま
の
暖
か
い
ご
協
力
の

お
か
げ
で
少
し
ず
つ
で
は
あ
り
ま
す
が
、

大
き
な
輪
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
活
動
の
一
つ
と
し
て
、一
口
２
，

０
０
０
円
の
協
力
金
を
い
た
だ
き
、
今
日

ま
で
黒
滝
・
森
物
語
村
周
辺
に
桜
、
紅
葉
、

や
ま
ぶ
き
の
苗
、
そ
し
て
診
療
所
向
か
い

の
山
に
も
桜
、
紅
葉
、
駐
車
場
前
に
は
ド

ウ
ダ
ン
ツ
ツ
ジ
等
を
植
え
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
き
っ
と
村
民
の
皆
さ
ま
の
目

を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
と
思
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
愛
す
る
故
郷
を
少
し
で
も
つ
な

が
り
の
あ
る
村
に
な
れ
ば
と
力
を
合
わ
せ

て
い
き
ま
す
。
ど
う
か
こ
れ
か
ら
も
村
民

の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

子供達を見守ろう同志会よりお願いとご報告
りお大０まやのウきをれがて

達を見守ろう同志会よりお願いとご報告達を見守ろう同志会よりお願いとご報告
つながりのある村につながりのある村に

▲診療所駐車場前のドウダンツツジ

　

任
期
満
了
に
伴
う
民
生
・
児
童
委
員

が
12
月
１
日
付
け
で
厚
生
労
働
大
臣
よ

り
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。
委
嘱
さ
れ
た

方
々
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

◆
民
生
・
児
童
委
員
【
担
当
地
区
】

○
再　

任

　

吉
村　

元
成　
【
笠
木
・
桂
原
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
桂　

原
）

岡
田　

子　
【
長
瀬
】　
（
長　

瀬
）

○
新　

任

　

桝
田　

ひ
さ
美【
御
吉
野
・
堂
原
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
堂　

原
）

　

松
本　

要
子　
【
寺
戸
】　
（
寺　

戸
）

　

福
田　

陽
子　
【
中
戸
】　
（
中　

戸
）

　

中
井　

久
美
子【
赤
滝
】　
（
赤　

滝
）

　

松
本　
　

子　
【
脇
川
】　
（
脇　

川
）

　

乾　
　
　

彦　
【
槙
尾
・
鳥
住
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鳥　

住
）

　

河
向　

良
子　
【
粟
飯
谷
】（
粟
飯
谷
）

◆
主
任
児
童
委
員

○
再
任

　

中
西　

浩
昭　
（
槙　

尾
）

　

辻
本　

孝
則　
（
笠　

木
）

芳

の話題村

▼３０９総合案内センター
　役場ロビー
▼３０９総合案内センター
役場ロビー

災害対応型自動販売機を設置 　

村
と
コ
カ
・
コ
ー
ラ
ウ
エ
ス
ト
株
式
会
社
と
の

間
で
「
災
害
時
に
お
け
る
飲
料
の
提
供
協
力
に
関

す
る
協
定
」
を
締
結
し
、
役
場
ロ
ビ
ー
と
３
０
９

総
合
案
内
セ
ン
タ
ー
に
１
台
ず
つ
災
害
対
応
型
自

動
販
売
機
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

こ
の
自
動
販
売
機
は
災
害
時
に
無
料
で
飲
料
の

提
供
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
、
蓄
電
池
を
内
蔵
し

て
い
る
の
で
停
電
時
で
も
利
用
可
能
で
す
。

　

ま
た
、
同
社
よ
り
２
リ
ッ
ト
ル
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
入
り
の
備
蓄
水
を
１
，
２
０
０
本
提
供

い
た
だ
き
ま
し
た
。
災
害
時
に
必
要
と
な
っ

た
際
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▼

邦， 龍-

　

11
月
９
日
（
土
）、
３
０
９
総
合
案
内

セ
ン
タ
ー
の
駐
車
場
に
お
い
て
、
黒
滝
村

交
通
安
全
協
会
に
よ
る
「
交
通
安
全
紅

葉
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
啓
発
物
品
の
配
布

を
行
い
、
運
転
手
に
安
全
運
転
を
呼
び

か
け
ま
し
た
。３

０
０
組
の
啓
発
物
品
を
配
布

交
通
安
全
紅
葉
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

交
通
安
全
紅
葉
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

村に村に

安
全
運
転
で

お
願
い
し
ま
す

▲

黒
滝
村
地
域
活
性
化
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　

委
員
紹
介

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

　

吉
田　

昌
史　
（
寺　

戸
）【
会
長
】

　

岡
村　

耕
司　
（
長　

瀬
）

　

家
治　
　

司　
（
寺　

戸
）

　

森
脇　

美
佐
紀（
桂　

原
）

　

井
上　

健
太
郎（
中　

戸
）

　

阪
田　

二
三
雄（
長　

瀬
）

　

木
村　

正
子　
（
寺　

戸
）

　

上
浦　

豊 　
　
（
槙　

尾
）

　

今
後
と
も
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
を
祈

念
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　

隆生一一



村の話題
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黒
滝
村
文
化
祭
を
11
月
９
日

（
土
）・
10
日
（
日
）
の
２
日
間
、
黒

滝
村
中
央
公
民
館
に
お
い
て
行
い
、

42
の
個
人
や
団
体
の
方
か
ら
写
真
、

絵
画
、
木
工
な
ど
１
１
５
点
の
出
品

が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
幼
稚
園
、

小
学
校
、
中
学
校
か
ら
授
業
で
作
ら

れ
た
作
品
の
出
展
も
あ
り
、
た
く
さ

ん
の
方
が
来
場
さ
れ
、
作
品
に
見
入

ら
れ
ま
し
た
。

　

９
日
（
土
）
に
は
、
公
民
館
前
で

農
産
物
品
評
会
を
行
い
、
日
頃
か
ら

丹
精
込
め
て
育
て
ら
れ
た
野
菜
（
大

根
、
白
菜
、
ネ
ギ
、
人
参
な
ど
）
の

出
品
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
品
評

会
終
了
後
に
は
、
出
品
し
て
い
た
だ

い
た
農
産
物
の
即
売
会
を
行
い
、
た

く
さ
ん
の
方
の
参
加
の
も
と
完
売
し

ま
し
た
。
な
お
、
農
産
物
の
売
上
金

は
、
善
意
銀
行
に
預
託
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　

文
化
祭
、
農
産
物
品
評
会
へ
出
品

し
て
い
た
だ
い
た
方
、
ま
た
、
ご
来

場
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
さ
ま
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

農
産
物
品
評
会
で
の
各
賞
受
賞
者

は
下
記
の
方
々
で
す
。

▲色々な作品に魅入る方々

見
事
な
作
品
が
並
び
ま
し
た

見
事
な
作
品
が
並
び
ま
し
た

　
　
　
　

黒
滝
村
文
化
祭
・
農
産
物
品
評
会　

　
　
　
　

黒
滝
村
文
化
祭
・
農
産
物
品
評
会　

　
　
　
　

　
　
　
　

（
敬
称
略
）

第
36
回
農
産
物
品
評
会

　
　
　
　
　

各
賞
受
賞
者

　

12
月
４
日
（
水
）
〜
10
日
（
火
）

の
人
権
週
間
に
と
も
な
い
、
特
設
人

権
相
談
所
が
開
設
さ
れ
ま
す
。

　

秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
次

の
日
程
で
イ
ベ
ン
ト
も
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
人
権
・
行
政
相
談
】

◆
日　

時　

12
月
４
日
（
水
）

　
　
　
　
　

午
後
１
時
〜
４
時

◆
場　

所　

黒
滝
村
役
場

　
　
　
　
　

２
階
会
議
室
・
委
員
会
室

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
個
室
あ
り
）

◆
相
談
員

○
人
権
擁
護
委
員

　
　

中
井　

順
子
氏
（
赤　

滝
）

　
　
　
　

☎
６
２
‐
２
１
５
２

　
　

森
本　

重
朝
氏
（
鳥　

住
）

　
　
　
　

☎
６
２
‐
２
２
０
８

○
行
政
相
談
委
員

　
　

徳
田　

初　

氏
（
鳥　

住
）

　
　
　
　

☎
６
２
‐
２
５
５
５

◆
問
合
せ　

住
民
課
・
総
務
課

【
中
学
生
人
権
作
文
表
彰
式
と

　
　
　

ふ
る
さ
と
文
化
の
つ
ど
い
】

◆
日　

時　

12
月
８
日
（
日
）

　
　
　
　
　

午
後
0
時
30
分
〜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
時
40
分

◆
場　

所　

葛
城
市
當
麻
文
化
会
館

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
ホ
ー
ル

◆
内　

容

○
全
国
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス

ト
奈
良
県
大
会
表
彰
式

○
新
庄
北
小
学
校
附
属
幼
稚
園
児
に

よ
る「
子
ど
も
太
鼓
」グ
ル
ー
プ『
遊

夢
』
に
よ
る
朗
読
劇

○
葛
城
市
立
白
鳳
中
学
校
吹
奏
楽
部

に
よ
る
演
奏

◆
申
込
み　

不
要

　
　
　
　
　
（
未
就
学
児
も
入
場
可
）

◆
問
合
せ　

奈
良
地
方
法
務
局

　
　
　
　
　
　

人
権
擁
護
課

　

☎
０
７
４
２
‐
２
３
‐
５
４
５
７

特
設
人
権
相
談
所

　
　
　
　
　
　

開
設

間
伐
小
径
木
の

　

引
き
取
り
に
つ
い
て

▲

優
秀
な
農
作
物
を
前
に
審
査
は
難
航

も
の
は
、
手
数
料
が
引
取
価
格
の

３
％
、
ト
ラ
ッ
ク
運
賃
２
，
５
０
０

円
／
㎥
が
か
か
り
ま
す
。詳
し
く
は
、

黒
滝
村
森
林
組
合
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

◆
問
合
せ　

黒
滝
村
森
林
組
合

　
　
　
　
　
　

☎
６
２
‐
２
１
２
４

　

奈
良
県
森
林
組
合
連
合
会
で
は
、

間
伐
小
径
木
の
引
き
取
り
を
し
て
い

ま
す
。
引
取
価
格
は
市
場
価
格
に
よ

り
変
更
さ
れ
ま
す
が
、
参
考
価
格
を

紹
介
し
ま
す
。

　

な
お
、
検
寸
及
び
整
理
料
と
し
て

８
０
０
円
／
㎥
が
か
か
り
ま
す
。

　

ま
た
、
素
材
の
末
口
14　

以
上
の

cm

邦，
◆
最
優
秀
賞

　
　

中
井　

チ
エ
子　
【
キ
ャ
ベ
ツ
】

◆
村
長
賞

　
　

亀
井　

君
子　
　
【
白
菜
】

◆
村
議
会
議
長
賞

　
　

上
東　

和
子　
　
【
人
参
】

◆
奈
良
県
南
部
農
林
振
興
事
務
所
長
賞

　
　

小
田　

貞
代　
　
【
カ
ブ
ラ
】

◆
五
條
吉
野
農
業
推
進
協
議
会
長
賞

　
　

吉
村　

光
子　
　
【
大
根
】

◆
吉
野
地
方
農
業
委
員
会
協
議
会
長
賞

　
　

家
治　

サ
ワ
子　
【
ク
リ
】

◆
奈
良
県
農
業
協
同
組
合
黒
滝
支
店
長
賞

　
　

大
前　

信
子　
　
【
ネ
ギ
】

◆
吉
野
地
区
営
農
連
絡
協
議
会
長
賞

　
　

辰
己　
　

榮　
　
【
キ
ウ
ィ
フ
ル
ー
ツ
】

◆
農
業
委
員
会
長
賞

　
　

前
田　

華
代　
　
【
カ
リ
フ
ラ
ワ
ー
】

◆
教
育
委
員
会
賞

　
　

岡
村　

博
子　
　
【
ミ
ズ
ナ
】

（
敬
称
略
）

第
36
回
農
産
物
品
評
会

各
賞
受
賞
者

◆
最
優
秀
賞

中
井

チ
エ
子
【
キ
ャ
ベ
ツ
】

◆
村
長
賞

亀
井

君
子

【
白
菜
】

◆
村
議
会
議
長
賞

上
東

和
子

【
人
参
】

◆
奈
良
県
南
部
農
林
振
興
事
務
所
長
賞

小
田

貞
代

【
カ
ブ
ラ
】

◆
五
條
吉
野
農
業
推
進
協
議
会
長
賞

吉
村

光
子

【
大
根
】

◆
吉
野
地
方
農
業
委
員
会
協
議
会
長
賞

家
治

サ
ワ
子
【
ク
リ
】

◆
奈
良
県
農
業
協
同
組
合
黒
滝
支
店
長
賞

大
前

信
子

【
ネ
ギ
】

◆
吉
野
地
区
営
農
連
絡
協
議
会
長
賞

辰
己

榮
邦，邦邦，，，

【
キ
ウ
ィ
フ
ル
ー
ツ
】

◆
農
業
委
員
会
長
賞

前
田

華
代

【
カ
リ
フ
ラ
ワ
ー
】

◆
教
育
委
員
会
賞

岡
村

博
子

【
ミ
ズ
ナ
】

　

奈
良
県
で
は
、
土
砂
災
害
防
止
法
に

基
づ
き
、
土
石
流
や
急
傾
斜
地
の
崩
壊

な
ど
の
土
砂
災
害
に
よ
り
、
住
民
の
生

命
や
身
体
に
危
険
が
生
じ
る
区
域
を
土

砂
災
害
警
戒
区
域
（
イ
エ
ロ
ー
区
域
）

と
し
て
指
定
し
ま
す
。
こ
れ
に
先
立
ち

広
く
周
知
す
る
た
め
指
定
予
定
範
囲
を

縦
覧
し
ま
す
。

◆
縦
覧
場
所　

黒
滝
村
役
場

◆
縦
覧
期
間　

12
月
９
日
（
月
）
〜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

20
日（
金
）

　
　
　
　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
土
日
を
除
く
）

◆
対
象
地
区　

中
戸
地
区
を
除
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

全
地
区

◆
問
合
せ

○
役
場
総
務
課

○
吉
野
土
木
事
務
所　

計
画
調
整
課

　

☎
０
７
４
６
‐
３
２
‐
４
０
５
１

土
砂
災
害
警
戒
区
域

　
（
イ
エ
ロ
ー
区
域
）

　

指
定
範
囲
の
縦
覧



毎月１１日は
【人権を確かめあう日】　
　　　　　　　　　です
人権とは、人間が幸せに生きて
いく権利です。
すべての人間が生まれながらに
持っている基本的な権利です。

黒滝村人権・同和問題啓発推進本部

7 広報くろたき　No．378 62013. 12. 2

中央公民館図書コーナーには約 5,300 冊の本があります。
あなたの探している本もあるかもしれませんので、どしどしご利用
ください。
■ 貸し出し日　　月～金曜日（祝日は休み）
■ 貸し出し期間　２週間

■今月のおすすめ
（小　説）奇跡の人／真保裕一
　３１歳の相馬克己は、交通事故で一度は脳
死判定をされかかりながら命をとりとめ、他
の入院患者から「奇跡の人」と呼ばれてい
る。しかし彼は事故以前の記憶を全く失って
いた。８年間のリハビリ生活を終えて退院し、
亡き母の残した家にひとり帰った克己は、消
えた過去を探す旅へと出る。そこで待ち受け
ていたのは残酷な事実だったのだが……。静
かな感動を生む「自分探し」ミステリー。
（小　説）浮き魚／うつみ宮土理
（歴　史）日本剣豪こぼれ話／渡辺誠
（児童書）ジュニア自然図鑑　星座の観察／　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　藤井旭

◆
対　

象　

乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者

◆
日　

時　

12
月
10
日
（
火
）

　
　
　
　
　

午
後
1
時
10
分
〜
30
分

◆
場　

所　

診
療
所

◆
内　

容　

身
体
測
定
、
育
児
相
談

◆
持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳

◆
問
合
せ　

保
健
福
祉
課

す
く
す
く
相
談

◆
対

◆
日

◆
場

◆
内

◆
持

◆
問

健 　 康 　 づ 　 く 　 り 　 情 　 報
◆
対　

象　

乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者

◆
日　

時　

12
月
11
日
（
水
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

◆
場　

所　

黒
滝
村
中
央
公
民
館

◆
内　

容　

ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ

◆
主
催
・
問
合
せ　

　

社
会
福
祉
協
議
会　

　
　

☎
６
２
‐
２
８
５
０

ひ
な
っ
こ
き
っ
ず

一
緒
に
遊
ぼ
う

図図
書書 室室 だだ よよ りり

火事に気をつけて！暖房器具の正しい取扱い

　これから、寒い日が続き暖房器具を使う機会が増えてきます。暖
房器具を安全に使用するために次のことに気をつけましょう。
①石油ストーブは、耐震装置の付いたものを選びましょう。
②給油の際は、火を消して給油しましょう。
③ストーブの周りには、燃えやすい物を置かないようにしましょう。
④ストーブを点けたまま、外出しないようにしましょう。
⑤こたつ等を使用する際には、タコ足配線にならないように注意し
ましょう。
◆問合せ
○中吉野広域消防組合消防本部
　☎５２‐１１９９
○下市消防署黒滝出張所　
　☎６２‐２２９９

◆
日　

時　

毎
週
火
曜
日

　
　

 　
　
　
（
祝
日
は
除
く
）

　
　
　
　
　

午
後
1
時
〜
4
時

◆
場　

所　

下
市
町
役
場

　
　
　
　
　

１
階
相
談
コ
ー
ナ
ー

　
　
　
　
　
　
（
10
月
〜
12
月
）

　
　
　

☎
０
７
４
７
‐
５
２
‐
０
０
０
１

◆
相
談
料　

無
料

◆
主　

催　

吉
野
郡
消
費
者
生
活

                    　
　

     

実
践
連
絡
協
議
会

◆
問
合
せ　

住
民
課

　

12
月
31
日
付
け
で
工
業
統
計
調
査
を
行

い
ま
す
。

　

今
年
12
月
か
ら
来
年
１
月
に
か
け
て
調

査
員
が
お
伺
い
し
ま
す
の
で
、
正
確
な
ご

記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
調
査
票

に
記
入
し
て
い
た
だ
い
た
内
容
は
、
統
計

法
に
基
づ
き
秘
密
が
厳
守
さ
れ
ま
す
。

◆
問
合
せ　

総
務
課

製
造
事
業
所
の
皆
さ
ま
へ

　

工
業
統
計
調
査
に
ご
協
力
を

消
費
者
生
活
相
談　

　
　
　
　

窓
口
開
設

　

専
門
家
も
参
加
し
て
の
空
き
家
所
有
者

の
方
か
ら
の
ご
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

空
家
に
関
す
る
疑
問
・
ご
質
問
な
ど
あ
り

ま
し
た
ら
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
日　

時　

12
月
14
日
（
土
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

◆
場　

所　

内
膳
町
自
治
会
館

　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
す
み
れ
ホ
ー
ル
」

　
　
　
（
橿
原
市
内
膳
町
1
丁
目
２
‐
24
）

※
当
日
ご
来
場
で
き
な
い
方
は
電
話
・
Ｅ

メ
ー
ル
で
の
ご
相
談
も
随
時
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

◆
協　

力　

奈
良
県
南
部
東
部
各
市
町
村

◆
問
合
せ　

特
定
非
営
利
活
動
法
人

　
　
　
　
　
　

空
き
家
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ

　
　
　

☎
０
７
４
５
‐
５
３
‐
０
５
７
７

（
受
付
時
間
：
月
〜
土
曜
日
の
午
前
９
時

〜
午
後
５
時
、
日
祝
は
休
み
）

◆
北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題
啓
発
週
間
と
は

　

平
成
18
年
６
月
に
「
拉
致
問
題
そ
の
他

北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問
題
へ
の

対
処
に
関
す
る
法
律
」
が
施
行
さ
れ
、
毎

年
12
月
10
日
か
ら
16
日
ま
で
を
「
北
朝
鮮

人
権
侵
害
問
題
啓
発
週
間
」
と
す
る
こ
と

と
さ
れ
ま
し
た
。

　

拉
致
問
題
を
始
め
と
す
る
北
朝
鮮
当
局

に
よ
る
人
権
侵
害
問
題
は
、
国
際
社
会
を

挙
げ
て
取
り
組
む
べ
き
課
題
と
さ
れ
て
い

空
き
家
相
談
会

税 等の 納 期
平成２６年１月６日（月）

国民健康保険税 　第６期
介護保険料　　 　第６期
後期高齢者医療 　第６期

忘れずに納付しましょう！

ま
す
。
解
決
の
た
め
に
は
、
こ
の
問
題
に

つ
い
て
、
関
心
と
認
識
を
深
め
て
い
く
こ

と
が
大
切
で
す
。

◆
北
朝
鮮
に
よ
る
日
本
人
拉
致
問
題
に
つ

い
て

　

拉
致
問
題
は
国
の
主
権
や
国
民
の
生
命

と
安
全
に
関
わ
る
重
大
な
問
題
で
あ
り
、

日
本
政
府
は
、
北
朝
鮮
側
か
ら
納
得
の
い

く
説
明
や
証
拠
の
提
示
が
な
い
以
上
、
安

否
不
明
の
拉
致
被
害
者
が
全
て
生
存
し
て

い
る
と
の
前
提
に
立
っ
て
、
被
害
者
の
即

時
帰
国
と
納
得
の
い
く
説
明
を
行
う
よ
う

強
く
求
め
て
い
ま
す
。

◆
問
合
せ　

中
吉
野
警
察
署　

　
　
　

☎
０
７
４
７
‐
５
３
‐
０
１
１
０

12
月
10
日
か
ら
16
日
ま
で
は

北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題
啓
発
週
間

◆
対　

象　

乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者

◆
日　

時　

12
月
16
日
（
月
）

　
　
　
　
　

午
後
２
時
〜
３
時

◆
場　

所　

中
央
公
民
館　

１
階
大
集
会
室

◆
問
合
せ　

保
健
福
祉
課

親
子
ヨ
ガ
教
室
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わ
た
く
し
た
ち
は
、
黒
滝
村
の

よ
さ
を
活
か
し
、
先
人
の
努
力
に

学
び
、
知
恵
と
心
を
結
集
し
、
明

る
く
豊
か
で
活
力
あ
る
村
づ
く
り

を
め
ざ
し
て
こ
の
憲
章
を
制
定
し

ま
す
。

・
豊
か
な
自
然
を
ま
も
り
、
よ
り

住
み
良
い
生
活
環
境
づ
く
り
に
努

め
う
る
お
い
と
や
す
ら
ぎ
の
あ
る

村
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

・
互
い
の
人
権
を
尊
重
し
あ
い
、

や
さ
し
さ
と
あ
た
た
か
さ
に
み
ち

た
村
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

・
郷
土
の
文
化
遺
産
を
大
切
に
し
、

若
い
力
を
は
ぐ
く
み
、
生
涯
学
習

の
ふ
く
ら
む
村
を
つ
く
り
ま
し
ょ

う
。

・
勤
労
を
尊
び
、
産
業
の
振
興
に

努
め
、
未
来
を
拓
く
活
力
あ
る
村

を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

・
長
寿
の
よ
ろ
こ
び
を
み
ん
な
で

支
え
、
健
康
で
生
き
が
い
の
も
て

る
福
祉
の
村
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

黒
滝
村
村
民
憲
章

村の施設の電話番号
市外局番（0747）

役　場　　　　　   62-2031
　　IP 電話【050-5000-6200
　　　　　　　　　   ～ 6203】
教育委員会　　　   62-2314
　　IP 電話【050-5004-6128】
診 療 所　　　　　 62-2747
　　IP 電話【050-5000-6129】
歯科診療所　　　   62-2621
デイサービスセンター
（社会福祉協議会）   62-2850  

IP 電話【050-5000-6127】
こもれびホール　   62-2280
黒滝駐在所　　　   62-2034
　観光施設に関することは、
観光施設指定管理者
（株）黒滝森物語村 62-2770

IP 電話【050-5005-1865】

人口・世帯数
（11月１日現在）

善 意 銀 行 （１１月２０日受理分まで）

黒滝村林業課　　　　　　農産物品評会売上金として　 　　 12,200 円
中井　一郎　様（赤　滝）長男　基晴さん結婚内祝いとして　　５万円
上田　光彦　様（御所市）村のために役立つようにとして　　　２万円

皆さまの善意に対して心から感謝申し上げます。　　男　　３８８　人　　（－２）
　　女　　４４６　人　　（±０）
　　計　　８３４　人　　（－２）
　世帯　　３９１　世帯　（±０）

くろたきテレビくろたきテレビ
11ch で放映中11ch で放映中

11ch では、村からの様々な
お知らせを掲載しています
ので、ぜひご視聴ください。

２０歳になったら『国民年金』

　２０歳を迎えると、様々な権利とともに義務も生まれます。国
民年金に加入することもそのひとつです。
　皆さまの中には、「年金なんて先のことだから関係ない。」なん
て思っている方はいませんか？
　国民年金は、日本に住んでいる２０歳から６０歳までのすべて
の方が加入して、やがて誰にも訪れる老後の所得保障だけでなく、
障害や死亡といった不慮の事故などにより私達の生活の安定が損
なわれることのないよう、皆で前もって保険料を出し合いお互い
を支えあう制度です。
　また、少子高齢化が進行し現役世代の負担が年々増加していま
すが、基礎年金の半分は国庫負担で賄われているため、現在２０
歳の方も納付した保険料以上の年金が受け取れます。さらに賃金
や物価の変動に合わせて年金額が改定されますので、大変有利で
す。ただし、加入の手続きや保険料の納め忘れがあると年金が受
け取れないこともありますので、「あの時に・・・」と後悔する
前に必ず国民年金の加入手続きを取りましょう！
　なお、学生の方や収入が少なく保険料の納付が困難な方の場合
は、「学生納付特例」や「若年者納付猶予」など保険料の支払い
を猶予する制度がありますので、お住まいの市町村役場で国民年
金の加入手続きと併せて申請してください。
◆問合せ　
○大和高田年金事務所　☎０７４５‐２２‐３５３１
○保健福祉課　☎６２‐２０３１


